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岩野 泰三 (東大 ･理)
高杉 _欣- (東大 ･出)
小金沢正昭 (束良工大 ･出)
上原 韮男 (京大 ･班)
福田苗八郎 (東大 ･出)
3. 汲河原における地域個体群の状況
福田史夫 ･口中 巡 (以上,マカク研)
B.地域個体群の把え方
1. 上信越におけるニホンザルの地域個体群
好広 yf- (京大 ･地)
2. 個休群動態論へのアプロー チ
増非 5if.- (京大 ･理)
C.ニホンザルの分布の現状及び調査計画













北九州 江口和洋 (九大 ･班)










































































あいさつ 大沢 折 (nJ技研)
1.志紀市原でのニホンザル研究史




鈴木 晃 (霊長研)･和田一雄 ･好広l'壬一.


























野沢 維 ･LE武孝説 く以上.㌫技研)




世話人 大沢 済 ･近藤四郎 ･和田一雄
























































































































































































座長 :荻野和彦 (京大 ･農)















座長 :岡野位也 (抑同大 ･敬益)










































































































































































木曽 良治 (京大 ･文)
2.小脳における学習について




































































































コメント 小山 泣樹 (fiLZ技研)
4. 野生チンパンジーのロコモーション
石山 英尖 (京大･班)
コメント 山鳩 信光 (慶応大 ･エ)
5.二足少行の鉛直拭反力
山下 ,lil.(九州工大)














































































































霊長類 タンパク質の構造 ･機能 ･
進化
期 日 1976年3月24日
会 場 霊長類研究所1階会談宅
参加者 約40名
昨年皮は同テーマで群発に中心をおいて霊長類のタン
パク田の構造･扱能･進化の問題を論じた｡今回は,内
外の怒盟が故かった脳および神経の生化学に中心を置い
て同テーマに関する講演を組み.討論を行なった｡
1. 叩乳動物のカテコールアミ-/生合成･分解酵素
永津 俊治 (愛知学院大･歯)
2.神経成長因子の精製と性矧 こついて
林 恭三 (京大･菜)
3. 脳のクロマチン怒白矧こついて
紀川 正則 (束大･医)
4.脳チュー ブリンの再構成
酒井 彦- (末大･理)
5.神経組紙のミエ)ンタンパク質と脱髄疾患
植村 良一 (埼玉医大･医)
6.SubstancePの梢出と機能
矢内尻 昇 (静岡薬大･粟)
7.脳の酸性タンパク17およびペプチドについて
笠井久隆･奥山典生 (都立大･理)
8. ヒト免技グロブt)ンの枯造比較
梶田 友孝 (都立大･理)
9. 血披タンパクTfの怒気泳動によるマカカ屈｢柾｣
問の迫伝的差異
野沢 EJ臣(霊長研)
以上.脳および神経組紙のタンパク矧こ総点を合わせ
た会であり.邦一線で活躍中の多数の研究者に試抗をお
Egiいすることができた点もあり.終始白熟した談論が展
開された｡網抗された研究内容は必ずしも霊長類に限ら
れるものではなかったが,いずれも今後霊長矧 こついて
なされるべき内容を持っており,その志味で.今後にお
ける霊長類の脳 ･神経組紙のタンパク矧こ関する研究の
一つの出発点になりうるような会であった｡
嘱乳動物のカテコールアミンの生合成とJ)矧 こ関与す
る酵完は.神経伝達物質の生成.分解とも閃迎し,脳･
神経組紐における調節扱構とも密接に関係している｡霊
長類における研究も那 古についたところである｡脳にお
けるSubstancePの神経伝達物質としての役割の有畑
の解明も今後なされるべき重要な問題である｡脳や神経
系に存在する組織あるいは部位特異的タンパクffやペプ
チド.アミノ酸の類は.脳･神経の特異的抜髄と閑述し
ており.その性状や役割の解明は極めて盃要であり興昧
深い｡S-100タンパク質のように記憶との閑適が想像
されているタンパク質もあり.脳のクロマチンタンパク
質なども.これと開通するものとして興味深いものであ
る｡また,S-100タンパクffのようにかなり広昭の動物
の脳 ･神経等に特異的に存在するものや.チューブt)ン
タンパクFIのように.さらに広い範囲の生物の各柾組紐
にかなり普遍的に存在すると思われるものもあり.分子
進化の見地からも.これらのタンパク矧ま今後韮要な研
究対象となりうるであろうOまた.ミエt)ンタンパクf
と脱髄疾患の関連にみられるように.脳 ･神経系の疾瓜
と密接に関係するタンパク質も少なくない｡この種の研
究において.霊長矧まヒトのモデルとして極めて正宏な
役割を果たしており.その重要性は学問的のみにととま
らない｡
本研究会では,このような問題等に関して.最新の基
礎的研究成果も含めてかなり総合的な討議が行なわれ,
またこれらの研究における霊長類の重要性が再三指摘さ
れた｡脳 ･`神経等の問題をテーマとしたこの種の研究会
を数年手引こ開催することは内外の要言削こ答えるものであ
り,極めて盃要であろう｡
(苗柄祉治)
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